
  

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４月１２日（火）は中学校対面式・生活説明会を、４月２５日（月）は小学校１年生を迎える会を行いました。中

学校対面式では、２年生、３年生から児童・生徒会活動、行事、日課表、生活や学習の決まり、部活動、柳沢スマ

ホルール・滝沢市中学校情報モラル宣言についての説明を行いました。最後は２年生、３年生から新入生にエー

ルを送りました。小学校１年生を迎える会では、学級毎に自己紹介を行い、プレゼントを渡しました。小学 1 年生

の璃途さん、花楠さんも大きな声で自己紹介をしました。どちらの会も会場準備や資料準備を自分たちで行い、

あたたかな雰囲気の会を児童生徒会執行委員を中心にして在校生が創ってくれました。 

４月１５日（金）授業参観を行いま

した。国語、算数、社会、英語の授

業を見ていただくことができまし

た。本年度着任した小学校５・６年

担任紺野潤子先生、中学校３年担

任髙橋桂先生を始め、新担任の先

生方の授業を見ていただきました。
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 満開だった桜も今は葉桜の
柳沢です。工藤さんからお借
りしている畑は堆肥、肥料も
入り、耕起も終わり、苗植え
を待つばかりです。 



２日（月）児童・生徒総会          １９日（木）耳鼻科検診 

６日（金）かっこう号来校          ２０日（金）かっこう号来校 

１０日（火）小朝会              ２３日（月）委員会 

１１日（水）運動会予行練習          ２４日（火）小表現集会 

１４日（土）運動会              ２５日（水）中中間テスト 

１８日（水）小集金日             ２６日（木）眼科検診 

                       ３０日（月）スマホ教室 中集金日 

子供たちは緊張しながらも真剣に授業に臨んでいました。その後行われた PTA 総会では、通常の議事の他、以

下のことについて学校よりお伝えし、保護者の皆様に了承していただきました。 

 

４月２３日（土）クリーン作戦を行いました。年度初めの忙し

い日程ではありましたが、連休直前では参加できない家庭が予想

されること、連休後だと道路わきの草が伸び、ごみを拾うことが

難しくなることが施設部で話し合われ、２３日に実施することと

しました。あいにくの天候でしたが、ほぼ全ての保護者の皆さん

と子供たちが参加し、地域を、通学路を綺麗にすることができま

した。紺野潤子先生は前にも柳沢小中学校で勤務し、当時は「ク

リーン大作戦」として行っていたとのこと。柳沢小中学校の伝統行事です。 

 ４月１９日（火）の全国学力状況調査（小６、中３実施）を初め、NRT

（標準学力検査小２～小６、中２実施）新入生テスト（中１実施）が行わ

れました。学びフェスト知２では「全国学調、県学調、NRT の正答率を７

０％以上にします。」としておりました。実施延べ人数（実施人数×実施教科：例 

６年全国学調は４人×３教科＝１２人）は７５人で正答率７０％到達者は３２人

でした。（自校採点結果）学びフェストの達成率は３２/７５×１００＝４２．６％と

なります。これは前年度取組の達成率と捉えますが、早速、校内研究会を４月２６

日に開き、子供たちの解答状況（正誤、無答の状況）、今求められている力（テ

スト問題から）を話し合いました。「教科特有の用語を使いこなしていない」、

「社会情勢、情報に触れること・考えることが少ない」、「辞書を利用することが

少ない」、「様々な資料（物語文、説明文、表やグラフ等）の読み取りが十分でな

い」等の課題が見えてきました。答えを出すための考え方や説明を大切にした

授業を展開するよう各学年、各教科で取組むことも再確認しました。（右は小５

年算数の児童が考えた解き方の説明資料です。答えは一つですが求め方は

様々。考え方と説明を主にした授業でした。）各学年、各教科で取組んだ改善策

の成果は今回テストの同内容問題、県学調にて確かめます。家庭学習時間確

保、スマホ・ゲーム利用時間管理についてご家庭でのお声がけをお願いします。 

５月の主な予定 

  

 

  

①小学校職員が毎日行っていた講堂入口までの引率（下校指導）を行わないこと 

⇒迎えの車を待つ場合の待機場所、学童へ向かう際の歩行路の指導の徹底、迎えの車の走行（学童側より

入り校門から出る）待機場所（道路側駐車場）の確認と徹底のお願い 

②学級集金をゆうちょ銀行口座からの自動振込にすること（２学期より実施） 

③創立７０周年記念事業として記念誌を作成すること 

欠けた部分をあるものとして

直方体の体積を出し、あるも

のにした部分を最後にひく

方法 

ABCD を底辺とする直方体

を切り取り、下の直方体にく

っつけ大きな直方体として

求める方法 


